
シ
ノ

ま
れ
た
o
好
み
て
宗
一
点
拠
符
を
悶
み
、
小
樹
又
は
お

庖
と
鋭
し
て
、
部
哲
と
前
宗
の
制
を
能
く
し
、
叉
東

北
に
巡
敬
し
て
大
に
功
が
あ
り
、
明
治
八
年
本
町
剛
寺

上
局
総
民
を
命
ぜ
ら
れ
、
三
十
七
年
大
例
都
に
結
ん

だ
。
同
年
十
且
寂
、
年
六
十
二
。

シ
ノ
ノ
ヰ
ウ
生
ノ
ス
ケ

篠
井
雅
禦
助

本
多
政

漉
の
家
老
で
、
政
千
石
を
支
け
、品目
辺
訟
の
時
、
大

坂
帥
に
川
端
し
て
武
功
を
立
て
た
。
正
保
二
年
政
蛮

の
子
政
長
の
家
督
を
制
約
し
た
時
、
向
幼
年
な
る
を

以
て
、
総
祭
助
は
そ
の
後
見
と
な
h
、
次
い
で
且
(
力

を
命
ぜ
ら
れ
、
立
文
四
年
夜
、
平
年
入
十
九
。

シ
ノ
ハ
ラ

篠
原
紅
沼
梢
祐
部
に
幽
す
る
部
世
間
。

今
低
限
に
作
る
。
桜
木
二
年

mmTの
械
が
あ
っ
た
の

も
こ
の
地
で
あ
る
が
、
現
に
民
同
日
開
明
・手
間
岨
山
・髭
洗

他
等
の
あ
る
の
は
抽
出
跡
と
し
て
信
じ
難
い
。
入
室
御

抄
に
は

『
し
の
際
、
加
到
』
と
し
て
、
般
的
仇
と
せ
ら

L
る。シ

ノ
ハ
ラ
イ
ケ

篠
原
池
江
沼
榔
に
印
刷
す
る
。

名
所
方
向
抄
に
、
磁
の
宿
よ
り
二
塁
許
り
束
で
あ
る

と
し
て
ゐ
る
。

加
れ
芯
微
に
、
篠
原
地
・
成
合
，
池
・

潮
津
潟
共
に
同

一
で
、
今
の
柴
山
剤
耐
の
こ
と
で
あ
る

と
断
じ
て
知
る
。

シ
ノ
ハ
ラ
イ
ハ
マ
ツ

篠
原
岩
松

出
柄
引
一
孝
の

孫
。
父
は
出
羽
柴
で
一
一
品
千
二
一内
五
十
石
を
受
け
、

元
和
七
年
裂
し
た
。
岩
松
幼
に
し
て
椴
三
千
石
を
食

ん
だ
が
、
早
悦
し
て
家
断
絶
し
た
。

シ
ノ
ハ
ラ
カ
ツ
ア
キ

篠
原

一
緩
遇
税
松
次
郎

段
物
。
枕
を
敬
燃
と
い
う
た
。
文
化
十
二
年
計
入
額
母

一
地
の
辿
知
三
千
石
を
時
間
し
、
文
政
二
年
定
火
消
、

十

一
年
明
位
指
訴
、
天
保
元
年
寺
社
奉
行
、
五
年
御
お

用
銀
翠
行
、
次
い
で
公
車
場
奉
行
・
魚
津
在
住
・
寺
枇

奉
行
容
に
雌
任
し
た
が
、
爾
後
の
綬
阪
を
訴
か
に
せ

ぬ
。
滞
政
に
関
し
て
は
寺
島
政
と
訟
見
を
同
じ
く
し

た。シ
ノ
ハ
ラ
カ
ツ
主
力

篠
原

一
孝

尾
狼
の
人
。

幼
名
氏
、
後
勘
六
。
篠
原
粥
助
長
軍
の
養
嗣
子
で
あ

る
。
按
十
六
、
越
前
府
中
で
前
回
利
家
の
近
侍
と
な

わ
、
政
百
三
十
石
を
協
は
・
り
、
次
い
で
卸
ヱ
捌
及
び

末
森
の
役
に
功
が
あ
っ
た
。
天
正
十
八
年
賊
臣
秀
吉

東
征
の
際
、
ま
た
利
家
に
従
う
て
出
陣
創
を
談
旬
、

十
九
年
六
且
従
五
位
下
肥
前
守
に
叙
任
、
後
利
長
の

肥
前
守
を
群
す
る
に
及
び
出
羽
守
と
改
め
た
。
文
撤

回
年
一
一
向
七
百
石
を
受
け
、七
年
千
三
百
石
を
加
へ
、

大
坂
雨
脚
の
後
一
一
品
五
千
六
百
五
十
石
に
上
り
、
人

持
組
簡
に
任
じ
、
元
利
二
年
七
且
官
二
日
夜
。
享
年

五
十
六
。
抽
出
記
に
は
多
く
筏
原
を
笹
原
に
作
る
。

シ
ノ
ハ
ラ
シ
ゲ
タ
カ

篠
原
重
孝
通
抑
制
段
物
。

出
羽
一
孝
の
三
子
。
配
分
知
千
石
を
受
け
、
後
二
千

石
を
加
へ

、
寛
永
十
三
年
残
し
た
。
こ
の
系
統
は
川

悦
滞
に
仕
へ
る
。

シ
ノ
ハ
ラ
ジ
ユ
ヲ

篠
原
宿
江
初
出
掛
に
在
っ
た
。

源
平
盛
衰
記
平
濃
加
賀
に
迩
入
の
僚
に
、『
様
亮
三
位

中
将
総
脱
巴
下
宗
従
の
人
A

一
一
品
俄
騎
篠
原
の
宿
に

鐙
へ
た
り
。
』
と
見
え
、
義
経
記
に
は
、『
判
官
そ
の
後

し
の
原
に
と
ま
り
紛
ひ
け
り
。
』
と
あ
る
。
加
到
志
徴

の
設
に
、
兵
郎
省
式
で
は
、
こ
の
際
色
潮
諮
を
腐
家

と
す
る
か
ら
、
問
日
永
の
頃
に
は
篠
原
を
宿
腐
と
し
た

か
、
ま
た
は
此
の
地
ま
で
も
潮
津
町
領
で
、
篠
原
印

ち
潮
油
の
市
甥
で
あ
る
か
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。

シ
ノ
ハ
ラ
ジ
ヨ
ウ

篠
原
妓
江
沼
榔
に
題
す
る
。

源
平
感
表
記
臨
時
永
二
年
五

E
二
日
の
僚
に
、『
平
家
は

越
前
闘
を
訂
随
へ
、
長
畝
城
を
宜
、
例
制
明
を
先
と
し

て
加
賀
川
附
へ
乱
入
。
源
氏
は
篠
原
に
城
山
引
を
併
へ
て

有
け
れ
ど
も
云
々
』
と
見
え
る
が
、
越
資
質
三
州
志

に
、
今
篠
原
に
城
跡
が
な
い
と
し
、
江
沼
志
稲
に
も

城
跡
は
祥
か
で
な
い
と
し
て
ゐ
る
。
読
し
一
時
の
附

拙
闘
訓
枇
の
耐
古
河
刷
努
逝
は
そ
の
闘
を
揃
い
た
俳
風

に
そ
へ
て
信
凹
僻
風
記
を
智
い
て
居
り、

泊
尼
記
に

は
、
宮
腰
街
道
よ
h

り
冬
瓜
町
に
至
る
滋
に
信
町
小
太

郎
開
械
が
あ
る
と
し
、
三
州
名
跡
誌
に
は
窓
際
鎮
の
内

に
信
凶
聞
が
あ
る
こ
と
を
械
せ
て
居
る
。
又
刻
能
積

絡
記
に
は
、
給
路
の
副
作，
断
と
い
ふ
腕
の
後
庭
に
、
信

川
小
太
郎
の
牒
懸
石
が
あ
る
と
し
て
あ
る
。

小
太
郎

は
相
馬
の
将
門
の
係
で
、
人
商
人
に
勾
引
さ
れ
、
敦

到
か
ら
宮
艇
に
来
り
、
所
々
を
紡
復
し
た
こ
と
が
幸

若
の
信
凶
物
総
に
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
起
っ
た
俗

献
で
あ
る
。

シ
ノ
ダ
サ
ダ
ス
ケ

篠
田
貞
亮

一
通
稿
余
太
夫
。

父
判
太
夫
は
三
十
人
顕
で
あ
っ
た
。
文
化
中
家
借
一
内

石
を
製
い
で
組
外
に
列
し
、
文
政
五
年
定
番
御
馬
廻

に
移
句
、
同
年
問
門
、
七
年
御
免
の
上
保
十
石
を
減

ぜ
ら
れ
、
十
二
年
三
月
揚
屋
に
入
。
、
天
保
元
年
六

月
十
四
日
越
中
出
e
山
に
流
さ
れ
た
。

シ
ノ
ダ
ス
ケ
ザ
エ
モ
ン

篠
田
助
左
衛

門

隊

四

百
石
。
大
坂
百
円
役
に
討
死
し
た
。
そ
の
子
助
左
衛
門

は
入
百
石
に
京
り
、
御
先
手
物
聞
を
勤
め
、
は
永
'寸

六
年
前
間
利
常
に
従
う
て
小
松
に
紗
り
‘
高
治
一
苅
年

侠
の
山
岡
後
削
例
記
の
御
用
人
と
な
っ
た
が
、
見
文
三
年

五
且
儲
孫
↑
a衛
門
の
子
町
内
同
之
丞
と
む
略
し
て
死
し
、

家
断
絶
し
た
。

シ
ノ
ヅ
カ
テ
キ
ホ

篠
塚
萩
浦
珠
洲
池
小
木
良

宗
京
探
法
融
寺
の
例
。
京
都
に
出
で

hm島
松
問
に

問中び
、
江
戸
に
往
い
て
安
街
良
野
・野
凶
箔
捕
に
詩

文
を
習
う
た
。
荻
浦
似
慨
‘
志
士
と
銑
来
し
て
大
義

名
分
を
唱
へ
た
が
、
そ
の
父
之
を
以
て
部
門
の
行
犯

に
あ
ら
ず
と
し
、
邸
側
出
寺
町
山
に
泣
か
し
め
た
。
安
政

二
年
十
月
夜
、
事
年
四
十
一
。
荻
浦
治
相
が
あ
る
。

シ
ノ
ヅ
カ
フ
チ
ヤ
ナ

篠
塚
不
活
珠
洲
都
小
木

村
長
宗
東
源
法
融
寺
の
街
。
天
保
十
四
年
を
以
て
生

三
七

O

径
を
さ
し
て
か
く
い
う
た
の
で
あ
ら
う
。

シ
ノ
ハ
ラ
シ
ン

篠
原
新
江
沼
榔
北
部
に
闘
す

る
邸
前
。
務
政
時
代
に
は
篠
原
の
技
村
と
し
、
濁
立

の
村
と
し
て
敏
へ
な
か
っ
た
o
今
償
問
山
新
に
作
る
。

シ
ノ
ハ
ラ
ジ
ン
ジ
ヤ

篠
原
神
社

江
沼
郡
篠
原

に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
笛
駐
担
に
、『
篠
原
利
位
。
式

内
一
座
。
篠
原
村
銀
座
。
今
稿
z
筑
絞
明
-
岬
4

或
云
祭

跡
天
兇
屋
川
帆
命
。
今
錦
=
白
山
比
時
-
札
寸
』
と
見
え
る
。

叉
笈
忽
紀
悶
に
は
、
こ
の
祉
を
や
し
は
の
宮
と
い
ひ
、

枇
前
の
仰
に
も
八
白
利
嗣
と
あ
る
と
但
し
、
加制
μ
志

徳
に
は
、
や
し
は
は
や
し
ほ
の
訟
で
、
潮
路
を
入
箆

設
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
起
っ
た
の
な
る
べ
く
、
そ
の

湖
俸
と
篠
原
と
は
稿
隔
離
し
て
ゐ
る
が
、
樹
様
潟
が

外
務
へ
切
れ
て
、
篠
阪
附
近
を
品
川
が
泊
う
た
と
い
ふ

か
ら
、
し
か
呼
ん
だ
の
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
し

か
し
加
到
志
徴
の
授
は
確
認
が
な
い
。

シ
ノ
ハ
ラ
ナ
ガ
シ
ゲ

篠
原
長
重

辺
都
揃
助
。

前
回
利
家
の
夫
人
芳
容
院
の
従
到
。
刺
家
に
仕
へ
て

七
百
石
を
領
し
、
末
森
戦
役
の
時
に
は
魚
住
山
中
人
と

共
に
金
開
城
に
留
守
し
た
。
出
勿
守
一
平
の
義
父
で

あ
る
。シ

ノ
ハ
ラ
ナ
ガ
ツ
グ

篠
原
長
次
幼
名
彦
四
郎
、

後
綾
部
。
漏
助
長
震
の
第
二
の
益
子
で
、
出
羽
守
一

挙
の
縫
却
で
あ
っ
た
。

九
段
の
時
前
凶
利
家
に
伯
へ

て
百
石
を
受
け
、
利
長
問
問
封
の
初
五
百
石
を
加
府
せ

ら
れ
、
大
坂
耐
役
に
従
ひ
、
そ
の
後
役
に
附
山
口
で

鎗
功
が
あ
り
、
兄

一
挙
の
卒
後
勝
二
千
四
百
石
を
加

賜
せ
ら
れ
た
。
後
箆
永
中
利
家
三
十
三
回
忌
の
法
研

務
行
と
な
っ
た
際
、石
野
被
岐
と
唄
う
て
河
北
郡

m，

自
に
配
せ
ら
れ
た
が
、民
る
こ
と
三
且
の
後
許
さ
れ
、

次
い
で
入
蛭
・十
一

且
三
千
石
を
同
惜
し
、
併
せ
て
六

千
石
を
受
け
、
殴
安
二
年
夜
。
長
子
織
部
長
田
杭
況
千

石
、
二
子
六
郎
左
衛
門
千
石
を
裂
い
だ
。

。

• 


